
 

 

大
施
食
会
（
だ
い
せ
じ
き
え
）
お
申
し
込
み
受
付
開
始 

 

今
年
も
例
年
通
り
、
八
月
九
日
に
大
施
食
会
が
厳
修
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
法
要

は
九
時
半
（
開
場
は
九
時
）・
十
時
半
（
開
場
は
十
時
）
か
ら
の
二
座
と
し
ま
す
。

各
法
要
の
前
に
は
十
五
分
程
度
の
お
説
教
が
あ
り
ま
す
。
鏡
徳
寺
檀
信
徒
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
各
法
要
先
着
百
名
ま
で
。
参
加
ご
希
望

の
方
は
、
卒
塔
婆
お
申
し
込
み
の
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
や
卒
塔
婆
の
受
取
り
は
例
年
通
り
で
す
。 

檀
信
徒
の
皆
さ
ま
に
は
、
第
二
十
五
号
寺
報
（
今
号
）
と
共
に
申
込
用
紙
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
書
き

方
が
判
ら
な
い
方
は
白
紙
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。） 

 

お
申
し
込
み
期
間
は 

七
月
一
日
か
ら
七
月
末
日 

ま
で
。 

 

遠
方
の
方
は
、
現
金
書
留
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
現
金
書
留
の
場
合
は
、

七
月
三
十
一
日
（
木
）
必
着
。 

 

な
お
、
混
雑
緩
和
の
た
め
、
卒
塔
婆
の
受
取
り
は
八
月
九
日
の
午
後
か
ら
お
願

い
し
ま
す
。
ご
都
合
に
あ
わ
せ
、
八
月
十
五
日
の
夕
刻
ま
で
に
は
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。 

  
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
ご
報
告 

 
去
る
四
月
十
三
日
、
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
首
席
チ
ェ
ロ
奏

者
を
務
め
る
チ
ェ
リ
ス
ト
・
佐
山
裕
樹
さ
ん
を
お
招
き
し
て
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
雨
上
が
り
の
夕
暮
れ
に
本
堂
で
響
く
優
美
な
音
色

に
、
皆
様
聞
き
入
っ
て
い
る
ご
様
子
で
し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
集
ま
り
ま
し
た

金
額
か
ら
諸
経
費
を
引
き
、
以
前
か
ら
玄
関
に
設
置
し
て
い
る
募
金
箱
等
に
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
を
合
わ
せ
て
の
総
額
は3

9
0

,2
5

4

円
。（
裏
面
に
続
く
）

曹洞宗（そうとうしゅう） 
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昨年の様子。 

子供たちにはくじ引きがありました。 

そ
の
う
ち
の1

9
0

,2
5

4

円
に
お
寺
か
ら
の
寄
付
を
合

わ
せ
た2

0
0

,0
0

0

円
を
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
災

害
義
援
金
へ
。1

0
0

,0
0
0

円
を
日
立
市
福
祉
事
業
基

金
へ
。1

0
0
,0

0
0

円
を
今
年
三
月
に
起
き
ま
し
た
ミ

ャ
ン
マ
ー
地
震
の
復
興
支
援
・
救
援
金
に
そ
れ
ぞ
れ

ご
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
あ
た
た

か
い
お
心
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
被
災
地
の
い
ち
早

い
復
興
を
願
い
ま
す
。 

日

立

空

襲

慰

霊

供

養 

今
年
は
戦
後
八
十
年
の
節
目
の
年
で
す
。
六
月
十

日
に
日
立
製
作
所
日
立
営
業
所
の
主
催
で
、
ホ
テ
ル

天
地
閣
に
て
日
立
空
襲
の
殉
難
者
を
追
悼
す
る
大
規

模
な
慰
霊
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
日
立
市
仏
教
会
の

僧
侶
が
宗
派
を
超
え
て
共
に
法
要
を
勤
め
、
鏡
徳
寺

住
職
も
随
喜
い
た
し
ま
し
た
。
日
立
製
作
所
の
社
長

や
幹
部
、
日
立
市
長
、
多
く
の
ご
遺
族
の
方
々
も
ご

列
席
さ
れ
、
平
和
へ
の
願
い
と
誓
い
が
込
め
ら
れ
た

ご
法
要
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
同
日
十
三
時
よ
り
成
沢
霊
園
陶
輪
碑
に
て
鏡

徳
寺
主
催
で
、
日
立
空
襲
慰
霊
祭
を
厳
修
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
は
、
寺
方
三
名
と
総
代
世
話
人
会
の
皆

さ
ん
に
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。
成
沢
霊
園
で
の

慰
霊
祭
は
、
来
年
も
執
り
行
い
ま
す
。
参
加
希
望
の

方
は
お
寺
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

上

町

地

蔵

尊

法

要 

 

日
立
市
助
川
町
二
丁
目
に
は
、
地
元
の
方
が
長
年

大
事
に
守
っ
て
き
た
お
地
蔵
さ
ま
を
お
祀
り
し
て
い

る
お
堂
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
お
地
蔵
さ
ま
の
ご
縁

日
に
は
例
祭
を
執
り
行
い
、
鏡
徳
寺
も
ご
協
力
し
て

い
ま
す
。 

子
育
開
運
延
命
地
蔵
と
し
て
地
元
の
方
に
大
切
に

さ
れ
て
き
た
お
地
蔵
さ
ま
で
す
。
今
年
の
例
祭
は
七

月
二
十
六
日
（
土
）
の
十
六
時
よ
り
執
り
行
い
ま
す
。

参
拝
さ
れ
た
子
供
た
ち
の
為
に
お
接
待
の
ご
用
意
も

あ
る
よ
う
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
拝

く
だ
さ
い
。 

        
玄
関
前
の
外
ト
イ
レ
を
改
装
し
ま
し
た 

皆
さ
ま
よ
り
多
く
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

玄
関
前
に
あ
る
外
の
ト
イ
レ
の
便
器
を
一
つ
、
和
式

か
ら
洋
式
に
改
装
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
ト
イ
レ
で
す
。
次
の
方
が
気
持

ち
よ
く
使
え
る
よ
う
、
適
切
な
使
用
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

鏡
徳
寺
墓
地
を
ま
も
る
会 

会
費
納
入
の
お
願
い 

六
月
八
日
に
、
お
寺
の
境
内
に
墓
地
を
お
持
ち
の

鏡
徳
寺
墓
地
を
ま
も
る
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
、
令
和

七
年
度
の
会
費
納
入
を
お
願
い
す
る
お
手
紙
を
お
送

り
し
ま
し
た
。
会
員
で
ま
だ
お
手
元
に
お
手
紙
が
届

い
て
い
な
い
方
が
い
ま
し
た
ら
、
お
寺
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

秋
の
京
都
・
奈
良 

古
寺
（
国
宝
）
巡
拝
の
旅 

鏡
徳
寺
主
催
で
京
都
・
奈
良
の
古
刹
を
巡
る
旅
行

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
日
程
は
、
令
和
七
年
の
十
一

月
四
日
か
ら
二
泊
三
日
の
予
定
で
す
。
旅
行
代
金
は 

1
3

9
,0

0
0

円
。
住
職
も
同
行
い
た
し
ま
す
。 

申
し
込
み
締
め
切
り
は
八
月
二
十
九
日
（
金
）。 

詳
細
は
、
第
二
十
五
号
寺
報
（
今
号
）
と
共
に
募
集

案
内
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

～
鏡

徳

寺

イ
ベ
ン
ト
案

内
～ 

☆
月
例 

写
経
会
・
坐
禅
会 

 

毎
月
第
二
日
曜
日
、
午
前
十
時
よ
り
写
経
会
を
、

午
後
二
時
よ
り
坐
禅
会
を
、
拈
華
堂
に
て
開
催
し
て

い
ま
す
。（
一
月
・
八
月
の
ぞ
く
） 

お
申
し
込
み
は
不
要
。
檀
信
徒
以
外
の
方
も
可
。

写
経
会
は
道
具
不
要
。
手
ぶ
ら
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。 

☆
お
悩
み
き
き
ま
す 

 

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
お
悩
み
を

お
寺
で
お
話
し
ま
せ
ん
か
。
日
程
調
整
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

☆
出
張
法
話
・
出
張
坐
禅
会 

 

法
人
・
個
人
関
わ
ら
ず
、
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 


